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(４) 原子力災害対策 

１ 原子力災害対策の基礎知識                         

（１）原子力災害について 

「原子力防災のしおり 平成29年３月」（静岡県） 
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（学校の場合） 

□ 教室等の全ての窓やカーテンを閉め、換気扇等を止める。 

□ 避難等に備え、マスク配布の準備をする。 

□ 長時間の屋内退避においては、特に体調や気持ちの変化に配慮する。 

□ 自治体等からの指示に迅速に対応できるよう、身支度を整えさせる。 

□ 今後の動きや留意点（保護者への引渡し・避難・家族との合流、防護対策等）を児童生徒に

説明する。 

□ 一斉メール等を活用し、学校の対応（屋内退避）等について保護者に連絡する。 
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２ 浜岡地域原子力災害広域避難計画                  

（１）避難先市町（県内の避難先及び協議をしている都県、市区町村） 

避難先１：原子力災害が単独で発生した場合等 

避難先２：大規模地震との複合災害などで避難先１に避難できない場合 

市町名 PA

Z 

UP

Z 

避難先１ 避難先２ 

磐田市 

 

△ 

岐阜県（全 42 市町） 石川県（金沢市、小松市、加賀市、白 

山市、能美市、野々市市、川北町、津 

幡町、内灘町） 

 PAZ・UPZの対象範囲が市町域の全域に及ぶ場合は〇、一部の場合は△ 

 

（２）学校等の避難フロー（ＰＡＺ・ＵＰＺ共通）（例） 

（『浜岡地域原子力災害広域避難計画 H30.6 月修正』（静岡県危機管理部）参照） 

 

３ 原子力施設において異常な事態が発生した場合に備えた学校の対応  

 

ながふじ学府は、ＵＰＺ圏外に位置するが、ＵＰＺ圏内から通学している児童生徒がいる。 

 

（１）ＵＰＺ圏内から通学している児童生徒への対応 

事前の準備 
□ＵＰＺ圏内から通学している児童生徒がいる場合は名簿を作成し、原子力災害

発生時の対応について保護者と共通理解を図る。 

原子力施設に

おいて異常な

事態が発生し

た場合 

□ 災害発生状況を把握し、当該児童生徒に正確な情報を伝える。 

□ 原子力災害の場合、自家用車避難を原則とすることから、保護者と児童生 

徒が可能な限り一緒に行動できるよう下校又は引渡しの時期を判断する。 

□ 下校又は保護者への引渡しができない場合は、学校で待機させ、教職員と 

ともに行動する。 
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（２）ＵＰＺ外の学校における対応 

原子力災害発生時は、ＰＡＺ内及びＵＰＺ内の住民等は事態の進展によって避難等が実施されることから、

当該地域から通学する児童生徒が保護者と一緒に行動できるよう、警戒事態から下校又は引渡しがなされ

るよう努めること。 

 警戒事態 施設敷地緊急事態 全面緊急事態 

学校が直ち

に取るべき

対応 

□平常授業（※） 

□学校の対応を保護者に

連絡 

□ＰＡＺ又はＵＰＺ内か

ら通学する児童生徒は

下校または引渡し 

□上記の対応を教育委員

会に連絡 

□平常授業（※） 

□学校の対応を保護者に

連絡 

□ＰＡＺ内から通学する

児童生徒は引渡し 

□ＵＰＺ内から通学する

児童生徒は下校又は引

渡し 

□上記の対応を教育委員

会に連絡 

□平常授業（※） 

□学校の対応を保護者に

連絡 

□ＰＡＺ又はＵＰＺ内か

ら通学する児童生徒は

引渡し 

□上記の対応を教育委員

会に連絡 

（※）原子力災害が地震・津波に起因する場合は、地震・津波時の対応に準拠する。 

 

（３）下校・引渡しのルール（まとめ） 上段：警戒事態 中段：施設敷地緊急事態 下段：全面緊急事態 

 児童生徒の居住地 

ＰＡＺ内 ＵＰＺ内 ＵＰＺ外 

学
校 

ＵＰＺ内 

【下校又は引渡し】 

【引渡し】 【下校又は引渡し】 

【引渡し】 

ＵＰＺ外 

【下校又は引渡し】 

【引渡し】 【下校又は引渡し】 

【引渡し】 

（※）自治体から避難指示が出るまでは可能な限り【引渡し】を継続 
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事故発生 

臨時全校集会 

臨時保護者会 

□ 携帯メール等による不適切な情報の拡散防止 

□ 関係児童生徒からの聞き取り調査 

□ 全校集会で正しい事実を学校長から児童生徒に伝える 

□ 授業中、休み時間、登下校時における見守り態勢の強化 

□ 児童生徒の心身の不調とその対応の確認 

□ 家庭における児童生徒の心のケアに対する協力依頼 

心のケアの実施 

□ 緊急サポートチームの編成 

  ※緊急サポートチーム（教育委員会指導主事、臨床心理士及び学校関係者） 

□ 児童生徒の状況把握のための健康観察カードの活用 

□ 支援計画の作成 

  ・配慮が必要な児童生徒のリストアップ 

  ・反応が出ている児童生徒への対応 

□ カウンセリング及びカウンセリング後の情報共有 

教職員への心理教育の実施 

□ 急性ストレス反応とその対応について理解を深める 

□ 健康観察カードを実施し、個々の児童生徒の状況を確認した上で個別支援を開始する 

□ リラクゼーション（リラックス法や呼吸法等）の導入 

 

共通事項：危機発生時における心のケア 
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１ 参考マニュアル及び方針等 

マニュアル名等 

登載先 

静岡県教育委員会 

ホームページ 

ＳＤＯ 

教育事務局常用資料 

「危機管理」 

学校危機管理マニュアル作成の手引き ○ ○ 

学校の地震防災対策マニュアル（改訂版） ○ ○ 

学校安全推進の手引き（改訂版） ○ ○ 

学校の風水害対応マニュアル ○ ○ 

静岡県教育委員会新型インフルエンザ対応マニュアル（第二版） ○ ○ 

教育委員会地震災害時情報伝達実施要領（暫定版）  ○ 

静岡県防災教育基本方針（平成25年３月改訂） ○  

薬品管理マニュアル  ○ 

２ 関連ウェブサイト 

静岡県危機管理部 http://www.pref.shizuoka.jp/bousai/ 

静岡県地震防災センター http://www.pref.shizuoka.jp/bousai/e-quakes/ 

静岡県教育委員会 http://www.pref.shizuoka.jp/kyouiku/kk-010/bousai/main.html 

気象庁 http://www.jma.go.jp/jma/index.html 

内閣府防災情報 http://www.bousai.go.jp 

防災情報提供センター 

（国土交通省） 
http://www.mlit.go.jp/saigai/bosaijoho/ 

東海地震ドットネット http://www.toukaijishin.net/ 

消防庁 http://www.fdma.go.jp/ 

厚生労働省 http://www.mhlw.go.jp/ 

文部科学省 http://www.mext.go.jp/ 

国立感染症研究所 http://www.nih.go.jp/niid/ja/from-idsc.html 

内閣官房国民保護ポータルサイト http://www.kokuminhogo.go.jp/pc-index.html 

３ 生活安全情報メール配信  

・静岡県警察「エスピーくん安心メール」登録用ＱＲコード  

・パソコンからのアクセス方法 

  https://anzen.police.pref.shizuoka.jp/shizuoka/member 

４ 磐田市教育委員会への報告書等について 

 ・ミライム『（オリジナルメニュー）の「☆ライブラリ」』⇒『教育委員会より』の中 

 （例）生徒指導報告（事故報告書、児童虐待通告書(市)、不審者関連 等） 

第４章 参考資料編 

http://www.pref.shizuoka.jp/bousai/
http://www.jma.go.jp/jma/index.html
http://www.bousai.go.jp/
http://www.mlit.go.jp/saigai/bosaijoho/
http://www.toukaijishin.net/
http://www.fdma.go.jp/
http://www.mhlw.go.jp/
http://www.nih.go.jp/niid/ja/from-idsc.html
http://www.kokuminhogo.go.jp/pc-index.html

